
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

事業名 №72 魅力ある市立高校づくりの推進 担当課 学校教育課 予算費目名
款 項 目 

10 04   

事業概要 

及び目的 

市立高等学校の生徒のニーズに対応した学校教育の更なる充実をめざし、創造性豊か

な人材を育成するために、社会の変化に対応した高等教育を展開するとともに、地域

に開かれた学校づくりを推進する。 成 

果 

目 

標 

成果指標

①生徒による学校評価の各項目の肯定的

な評価の割合 

②保護者による学校評価の各項目の肯定

的な評価の割合 

③地域住民による学校評価の各項目の肯

定的な評価の割合 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 1,034,345,000 923,768,000 733,439,000 718,016,000

計画値 ①９４％ ②９３％ ③８７％ 
決算額（単位：円） 1,002,438,166 904,619,603 725,927,330

従事職員数 1 1 1 1

事業の 

位置づけ 

章 １ 豊かな人間性と暖かさを育むまち ★左記施策（号）との結び付き 

・生徒一人ひとりの教育的ニーズに対応した学校教育を実践することによ

り、創造性豊かな人材の育成を図る。 

・豊かな人材を活用することにより、地域や社会に開かれた高校の推進を図

る。 

従事延べ日数 24 24 24 24

節 １ 豊かな人間性を育む教育の推進 

民間活力の導入

現状は？：■実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある □余地なし 

項 ２ 次代をひらく学校教育の充実 相手は？：■市民  □市民活動団体  □企業・学校等 

号 ３ 魅力ある市立高校づくりの推進 形態は？：授業でのゲストティーチャーとして 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 24 日記入  平成 22 年 6 月 21 日記入  平成 23 年 4 月 20 日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 実施 
実施計画の予定

年度終了後 
一部実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
一部実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
一部実施 

★継続している事項、

未着手事項がある理由

完了した事項 

・個に応じた学習指導の充実 

・生徒の実態に応じた教育課程の編成 

・部活動の一層の充実・国際化、情報化への積極的対応 

・習志野高校の今後のあり方についての検討 

・学校開放等の実施 

 

・今後のあり方について

改善策を考え、より充実

させていくため。 

・少人数学習、選択制、補充的な学習の導入による個に応じ

た指導の充実 

・地域人材の活用による職業教育、キャリア教育の推進 

・今後のあり方につ

いて、推進協議会を

定期的に開催し、改

善策を検討している

ため。 

・学校情報の積極的な発信（学校説明会・パンフレット） 

・ホームページの更新 

 

 

継続している 

事項 

・中学校との連携 

・地域人材の活用による職業教育、キャリア教育の推進 

・学校情報の受発信と経営責任の明確化 

・中学校との連携 

・学校情報の積極的な発信と経営責任の明確化 

・ホームページの内容の更なる充実 

・中学校との連携 

・学校情報の積極的な発信と経営責任の明確化 

未着手事項  

・ 

・ 

・ 

・中学校と連携した研究会の開催 

改善案 

・習志野高校の今後のあり方についての会議の更なる充実

・ホームページの内容の更なる充実 

成果指標 ・「魅力ある高等学校づくり推進協議会」の充実 

・研究会の開催 

成果指標 ・「魅力ある高等学校づくり推進協議会」を中心とした、中

学校との連携を強化するための取り組み(授業参観・研究会

等)の企画・運営 

 

成果指標 

実績値 

①85% 

②95% 

③75% 

達成率 

①90% 

②102% 

③86% 

実績値 

①87％ 

②90％ 

③75％ 

達成率 

①93％ 

②97％ 

③86％ 

実績値 

①90％ 

②90％ 

③75％ 

達成率 

①96％ 

②97％ 

③86％ 

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 27 日協議実施 
 

平成 22 年 6 月 21 日協議実施
 

 
平成 23 年 4 月20 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

・今後、校内ＬＡＮの整備やインターンシップの充実など、情報化への対応やキャ

リア教育の更なる充実が必要なため。 

・中学校との交流や地域人材の活用による職業教育、キャリア開発教育の更なる推

進が必要であるため。 

★上記を選択した根拠 

・中学校との交流や研究会の開催により、中学校から高等学校への学習面での円滑

な接続を図るための取り組みを推進するため。 

・地域人材を活用したキャリア教育の継続的に推進していくため。 

★上記を選択した根拠 

・中学校と連携した研究会の開催により、中学校から高等学校への学習面での円滑

な接続を図るための取り組みを推進するとともに、高等学校の教師の指導力向上

を図るため。 

 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

・学校評議員やまちづくり会議者外部や地域の人たちから習志野高校を見ていただ

き、その意見を実施の参考とする。 

・保護者や地域に積極的の情報を発信する。 

・学校評議員やまちづくり会議、地域住民に学校を開放するとともに、参観に基づ

く意見を学校運営の参考とする。 

・保護者や地域に積極的に情報を発信する。 

・「魅力ある高等学校づくり推進協議会」を定期的に開催し、学校と教育委員会の共

通理解のもと、教育課程の充実・整備に努め、授業参観等の機会の拡大を図る。

 

前年度改革案の 

実施状況 

□実施 ■一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

・校内ＬＡＮの整備については、具体的な計画が策定された。 

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。


